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牧会における重要な役目のひとつである「看取り」。教会に任された業でもある「送り」。
古から続いてきた教会の営みを、周死期のケア、家族・遺族へのケア、葬儀などさま
ざまな視点から、ポストコロナの日本社会における、「看取り」と「送り」をもう一度
考える。同大教授陣のほか、第一線で人々の「死」に向き合ってきた牧師、病院チャ
プレン、葬儀社職員、教誨師たちの講演を収録。
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